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本報告は瑞浪産コハクの化石双翅目 （毘虫網）に関する分類学的研究の予報である ．今回筆

者が調査したコハク片は55個で，この中に双翅類である ことが確認できた化石は87個体であ

った．これらのうち85個体については少くとも科の所属が決定できたが，残余の 2個体分のう

ち， 1個体は翅の先端部だけの梱本で，Tipulidaeガガンボ科に類似しており， 残 りの 1個体

は頭部を欠く不完全な Acalyptratae に属する短角双翅類であり ，いずれも科の決定が不可

能であった．これらの化石双翅類は，Chironomidaeュスリカ科， Sciaridae クロパネキノ

コバ工科， Cecidomyiidaeタマバ工科については今回は種に類別することができなかった

が， 残 りの13科については暫定的に種に類別し，その数は26種に及んだ．

梱本の状態は一般に良好であったが，研磨が予備的なものであるために，分類に使われる重

要な形質がしばしば観察出来ない場合が多く ，その結果檄本の同定が十分にできなかっ た場合

が多い．これ らについては再研磨を行ない検討しなければならないし，幾つかの科に関しては

専門の分類学者の検討を要するものがある ．これらの研究は将来新種の記載を含めて本報告と

して発表していく予定である ．

双翅類のコハク化石は他の多くの毘虫の場合と同様に，ョーロ ッパのバル ト・コ ハクの化石

双翅類の研究が種類の多様さにおいても研究の規模においても最も有名である ．また最近では

メキシコの Chiapasの第三紀層のコハクや，カナダの白亜紀のコハクの化石双翅類が研究さ

れている ．特にカナダの CedarLake の材料はその時代の古さから双翅目の系統発生を論じ

る上で重要な種が発見されている ．今回の瑞浪コハクの化石双翅類は，判明した限 りでは現生

の属で，しかも現在の日本のフォ ーナと極めて近似している ．本文の末尾では，これ らの問題

に関しても簡単に筆者の感想を示しておいた．

各 論

I.チョウパ工科 Psychodidae

1. Sycorax sp. 

（双翅目 ，長角群，チョ ウパ工科，ケチョウ パエ亜科 Trichomyiinae)

所検標本番号 ：52(Sj1) 

保存状態 ：極めて良好，腹部が多数の小気泡で被われているほかはコハクの汚れも少く ，色
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も淡色．出体はほぼ完全，右脚は 3本とも転節から先が失なわれ，左前脚は腿節の根元と第2

附小節の根元でそれぞれ切れているが，共にコハク片中に残っている ．触角は 2本共に中程で

切断され，右触角の方は更に二分されている ．片方の触角の切断された先半分が虫体から少し

離れて存在する ．翅は共に背側に立てられていて，右翅はやや樹曲 しのいるがほぽ一平面上に

展開し，左翅は基半部で折れ曲り，体側を被っている．

測定値： 体長 2.391/I(，翅長 2.4I”HI．

同定理由：完全に残されている頭部の構造や翅の脈相から容易に本属であるこ とが決定でき

る．すなわち Sycorax属の入る Trichomyiinae は複眼が左右分離し，触角の鞭節が円筒形

で，Rs脈が2分岐ま たは 3分岐で R脈分岐と M 脈分岐の間に 1本ま たは 2本の脈しか持

たない．更に Trichomyiinaeには本属 Sycoraxと Trichomyia,Horaiellaがあるが，Sy.

corax屈は Rsが3分岐し ，palpusが4節で，翅の Cu脈が極めて短く ，その先端が翅の中

央にはるかに達しないなどの特徴で Trichomyz"aゃ Horaz'ellaから区別できる ．これらの特

徴はすべて所検栖本に判然とあらわれていて，本種が Sycorax属に入る事は疑問の余地がな

ぃ． Sycorax属の中でも日本産の現生種 S.nipponz'cus TOKUNAGA & KoMYOとは翅形や

脈相が顕著に異なり ，これらの形質に関する限りむしろフィ リッヒ°ンから記載された S./ili-

Pinae QuATEに近い．

既知の知見 ：Sycorax属は現生種15種 （エチオヒ°ア区 1'旧・北区6'オーストラリア区ー東

洋区 5'新熱帯区 3)のほかに，パル ト・コ ハクから化石種が2種記載されている ．

2. Trz'chomyz'a sp. I 

（双翅目 ，長角群，チ ョウバ工科，ケチョウパエ亜科 Trichomyiinae)

所検様本番号 ：3-e( ~ ) . 

保存状態： 培色のかなり猥いコハク片中に包埋され，虫体の一部はコハクの剥離面に蕗出し

ている．虫体はほぼ完全で．倒離面に対して腹面を向け翅はほぼ屋根型にたたまれているが，

脈相の重要な点はほとんど餞察できる ．触角もよく保存され，虫体の周囲の気泡も少ない．触

角の毛 もよく保存されている．

測定値 ：翅長約 1.39IIll．

同定理由 ：本属 Trz'chomyiaは前属 SycoraxとともにTrichomyiinaeに入るが，前種の

項であげた亜科の特徴の内，左右の複眼が分離している点については，所検標本の観察面に対

する角度が悪く ，観察できない．しかし， Rs脈で 3分岐で，触角の鞭節が チョウパエ亜科

Psychodinaeのように膨大していない点から ，本種が Trichomyiinaeに属することはほとん

ど疑いない ．こ の亜科の中で， Trz'chomyia 属は Syc~rax 属と 異なり ， Cu 脈が長く ， pal­

pusが 3節である．この二つの特徴は共に所検標本に十分に観察可能であり ，これがTrz'cho-

myia属の 1種であることは疑ないと思う ．

既知の知見： Trz'chomyia属はほとんど全世界的に分布しているが，前属とともにチョウ パ

工科の中では原始的な屈で，現在よりも第三紀を中心に繁栄した屈と考えられている ．欧州で

は現生種よりも パルト ・コ ハクから記載された種の方がはるかに多いし，最近 (1961)ではメ

キシコの Chiapasの第三紀のコハクからも記載されている ．本種は日本の現生種である T.

itocoae TOKUNAGA & KoMYO に比較して R3脈が R2+3脈よりかなり短く ， 同様に， M1

脈も M1+2脈よりも短いなどの特徴で明らかに異なっている．

3. Trichomyia sp. 2 
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（双翅目 ，長角群，チョウパ工科，ケチョウパ工科 Trichomyiinae) 

所検標本番号： 17

保存状態：コハクの若色は淡く ，虫体周囲にもほとんど気泡やほこりがないが，研磨面が悪

く，やや観察に不適．虫体はほぼ完全であ ったはずであるが，頭部，胸部の右半部が研磨によ

って失なわれており，脚の一部，右翅基部もない．右翅は体の背面にゆがんで重なり観察が困

難であるが，左翅はよ<-平面的に展開していて観察しやすい．

測定値 ：翅長約1.4≫1/H.

同定理由 ：複眼が分離している こと， R4+5が分岐しないこと，触角の鞭節が膨大しないこ

と， Cu脈が長く ，palpusが3分節である という Trichomyia属の特徴を所検標本はすべて

具えており ，この属に入ることは疑いない．前種 （標本番号3-e)に極めてよく似ているが，

恥 脈はかなり長く ， その末端はR1脈とR3脈末端のほぽ中央で終っている点に差が認められる

ので，と りあえず別種として扱ったが，両者の関係は研磨をよく行なっ て細部の比較を行なう

必要がある ．

4. Psychoda sp, 1 

（双翅目，長角群，チョウパ工科，チ ョウバエ亜科 Psychodinae)

所検標本番号 ：77-C (9) 

保存状態 ：コハクの泊色も淡く ，気泡も虫体周辺には少なく，かなり良好な状態で包埋され

ている ．ただし虫体の胸部と翅の前縁にかけて大きなひぴが入っ ているが観察には支障ない．

虫体は完全で，翅は背上に立てられてほぽ一平面をなし，脚や触角は下方に伸長している．触

角鞭節に生ずる特殊な毛 (ascoid)を含めて細部の観察が容易である ．

測定値 ：翅長 1.8111m.

同定理由 ：Rs脈が4分岐であること ，‘＇eyebridge’'が構成される ことから Psychodinae

に所属することは疑いない．この亜科の中で，R,」脈とR3脈の分岐点が翅底よりかな りはなれ

て翅のほぼ中央部にあり ，触角の基部近くの鞭節が有柄で，eye-bridgeの幅が広く ，頭頂長よ

り広く，触角は16節で，鞭節の特殊毛 (ascoid)がY字型を呈するなど， Psych.oda 属の形質

が所検標本には認められるので，本属の種であるこ とは疑いない．

既知の知見：本属 Psychoda は全枇界に広く分布し，種数も多い．パル ト・コハクか らも

数種が記載されている ．

5. Psychoda (?) sp, 2 

（双翅目 ，長角群，チョウパ工科，チ ョウバエ亜科 Psychodinae)

所検標本番号： 18-d (8) 

保存状態 ：虫体周辺の コハクは淡色，気泡やホ コリ はほ とんど入っていないが，やや大きな

ひぴが入り ，翅の一部が現在の研磨状態では観察が困難．虫体は完全，体は伸長しているが，

触角や脚は体の腹側に折れ曲げられている ．右翅は一平面状に展開しているが．ひぴが入り観

察がやや困難，左翅はゆがみが強い．8交尾器はよ くひろがって良好な状態を保っ てお り，コ

ハクの研磨しだいでかなり細部の観察も可能であろう ．

測定値 ：体長約0.9mm.

同定理由：現在の研磨状態では細部の鍛察が困難であるが，それでも次の特徴によって

Psychoda属に入る ことが推定できる ．すなわち ，Rs脈が4分岐で．eye-bridgeが形成され

ている (Psychodinaeの特徴） ，R2とR3脈の分岐は翅の中央部近く で， eye-bridgeは幅広
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く，頭頂の長さより広い．

6. Psychodinae亜科の 1種

（双翅目 ，長角群，チョ ウパ工科）

所検標本番号： 45 ( ~) 

保存状態：コハクは淡色で． 気泡や汚れも少いが．虫体は保存状態が悪く ，翅は折れ曲り ，

部分的に欠失し，触角もかなり傷んでいる ．研磨を変えれば屈の決定は可能かも しれない．

測定値：測定不能．

同定理由 ：eye-bridgeを形成する点と ，一般的概形から判断して Psychodinaeに属する

ことはほとんど疑いない．この亜科の中でも ，R2とR3脈の分岐が翅の中央近くにあり ，触角

の鞭節が有柄であるなどの点でTelmatoscopini族か Psychodini族に入る ．しかしそれ以上

の属の決定を行なうための keycharacterが現在の状態では観察不能．本個体は eye-bridge

の幅が広いことから Psychoda屈に入るかもしれないが， その場合でも触角先端の形状が棚

本番号77-cのPsychodasp. 1の9とはかなり相違していて，別種であることは間違いない．

7. Phlebotomus sp. 1 

（双翅目，長角群，チ ョウパ工科，サシチョウパエ亜科 Phlebotominae)

所検標本番号 ：20(Si1), 41-d (Si1), 65-a (Si1), 73-d (Si1) 

標本番号20(Si1) ：保存状態ーやや着色の強いコハクに包埋され，虫体のよくみえる側面は

未研磨で，剥離面からの餞察のために細部の構造は分らない．虫体は胸部と腹部の境界部の背

面が破損欠失している他は完全，左翅が強くゆがんでいるが，右翅は腹部に沿って体側に一平

面的に伸長し，研磨次第では脈相の観察は細部についても可能であろう ．

測定値一翅長約1.8誼．

標本番号41-d:保存状態ーやや設色のコハク中に包埋され，虫体レジ周囲には気泡やほこり

がほとんどなくて観察は容易，虫体はほぽ完全，右翅がかなりゆがんでいるが左翅はかなりよ

く展開して観察しやすい．触角の状態も良好である ．

測定（直一翅長約1.8n1I/.

標本番号65-a：保存状態ーかなり浪色の コハク中に包埋され，虫体表面にうすい空気層が

あり ，しかも翅と研磨面が平行でないために観察はやや困難．虫体は完全で，左翅は胴の下に

かくれるが，右翅は体側に一平面状に伸展し，脈相の概要は観察できる ．

測定値一虫体と研磨面の関係で測定不能．

梱本番号73-d：保存状態ーコハク片の周辺部近くの 着色の強い部分に包埋され，ひびや気

泡が多く ，翅の面の研磨面の角度が不適当．虫体はかなり傷んでいて，脚は 3本を除いて虫体

からとれて散在し，翅は腹部上方に斜に立てられている ．

測定値一翅長約1.6悧111.

同定理由 ：上記4個体はいずれも翅の脈相について， Rs脈が4分岐し，R4脈は R年 3脈と

共通柄から分岐し，Cuが短いという Phlebotomus属の特徴を具えており， 更に吸血性のロ

器，一般的外観からみても Phlebotomus属であることは疑いない．本属には日本に既知種が

1種 Phlebotomussquamirostrisが分布しているが，今回の所検標本では亜属や種の同定に

必要な口器等細部の形態の観察が，現在の研磨状態では困難であるが，脈相については P.

squamirostrisによく似ている． 所検4個体が同一種か否かも疑問は残るが，脈相が大よそー

致するために，と りあえず同一種として扱った．
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既知の知見 ：箪者の知る限りではパル ト・コハクより化石種が 1種記録されている ．Phle-

botomus属は熱帯性のチョウ パエの屈で． アフリカ ．東洋区，南米には極めて種の数が多い

が，温帯地方では激減し，欧州では地中洵沿岸に分布しているが，アルプスより北方に達せ

ず，アジアでは北京や日本が分布の北限で，しかもこれらの地域では種数は極めて少い．北米

では Texasなどに種が多く ．Californiaにも分布し，少数の種が Washingtonまで達する

がカナダの BritishColumbiaには分布していない．成虫は夜行性で．9は吸血性，飛翔カ

は弱いといわれている ．

lf.ヌカカ科 Ceratopogonidae

l. Atrichopogon (Atrichopog⑳ )sp. 1 

（双翅目 ，長角群，ヌカカ科）

所検標本番号 ：31-a ( ~ ) 

保存状態 ：やや良好．虫体周囲のコハクは着色が淡く ，気泡やほこりも少い．ただし虫体と

研磨面の間隔と角度が観察にはやや不適．虫体はほぼ完全，腹部はひからび，左脚は欠失，右

後脚も第 1附節を残して先がない．触角は前方に曲げられ，左翅のゆがみは大きいが，右翅は

それ程でもなく ，属の諸形質を観察するのには適当．

測定値 ：胸部長 0.5mm.

同定理由：附節末端の状態がやや観察しにくいが，左前脚端の細部だけは側面から餞察でき

る．この部分には爪と等大のよく 発逹した empodium があるので，Forcipomyia-Atricho-

pog⑰群であることは疑いない．また翅にほとんど macrotrichiaを欠き ，わずかにこれが翅

端部に存在することと ，R2+3脈があり ，これによって 2個のR室 (R1室とR2室）が分けられ

るこ とから AtrichoPogon 属である ． その他の観察出来る形質はいずれもこの属の特徴をあ

らわしている ．本属には複眼に微毛を生ずる Kempia亜属と ，裸眼の Atriclwpogon亜属が

あり ，所検標本は裸眼であって，後者に属する．

既知の知見 ：化石の知見については箪者は未調査，本属は日本を含む全北区に多数の既知数

を擁する 大きな屈である ．

2. Ceratopogonidae (?) sp. 1 

（双翅目 ，長角群，？ ヌカカ科）

所検栖本番号 ：56-a

保存状態 ：コハクは淡色で気泡も少く ，観察には適当であるが，虫体の大部分がコハク加工

の過程で失われ，本コハク片中に残されたものは後頭部を欠く 取部，胸部の極く一子邪と脚の破

片だけである ．

伺定理由 ：頭部，特に口器及び触角の構造と虫体の大きさから判断して，おそらくヌカカ科

の1種と考えられる ．

I[.ュスリカ科 Chironomidae

本科 （双翅目 ，長角群，ュスリカ科）に所属することがほとんど又は全く疑いのない標本は

下記の通りである ．これらの中には極めて保存状態の良好なものから ，ヌカカ科との区別点ざ

えも明確に観察出来ないものまで，様々の状態のものが含まれている ．いずれも小形のもの

で，種の数はあまり多い とは考えられない ．これらの標本の屈の決定には，研磨のやりなおし
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と，詳しい形買の検討を要するので．ここではとりあえず椋本の番りを上げるに とどめてお

＜． 

所検棟本番号 ：3-a~d,4 -b, 5-c, 13-b, 15, 18-e, 38-a, 41-d, 44-a, 50, 

57-b, 61. 71-a, 85-a, 91, 92, 94-c. 

ュス リカ科は幼虫が大部分水生で，成虫は幼虫の発生地近くの森林，疎林等で群飛するが，

飛翔力は弱い．

w．カパ工科 Anisopodidae
1. Mycetob£a sp. 

（双翅目 ，長角群，カパ工科，ヒメカパエ亜科 Mycetobiinae)

所検標本番号： 6-b (性不明）

保存状態 ：研磨された コハク片の稜の部分のやや着色の強い個所に包埋されているが，研磨

によって腹部の大部分，後脚，右翅（極く基部を除く ）， 左翅の基半部が欠失している ．しか

し頭部は触角や palpusの状態を含めてよく保存され，左翅の先端％もゆがみが弥いが残され

ている．

測定値 ：触角長約1.19IIIl（現生種では触角長1.1111111位の場合に翅長は約3.89開）．

同定理由 ：触角の形状，小形の palpus,前額で相接する複眼，脈相 (R2+a脈，R、I丑ぅ 脈が

太く ，表裏共顕著な macrotrichiaを生ずる ，C脈が翅端に達しM1+2脈が分岐し，M3+4脈が

存在すること ，他に翅脈の相対的位闘）から Mycetobia屈の 1種と推定し，これを現生種の

完全な棚本と比較した ところ，所検棟本に残されているすべての形質がこれと一致したので，

翅が不完全にしか残されていないが，Mycetobi'aと同定した．

既知の知見 ：Micetobia属の化石はバルト ・コハクより化石種が4種知られている ．現生種

は欧洲から 5種，北米から 1種が記載されているが，日本からは記録はない．しかし筆者の手

元には少く とも 2種の日本産のも咽本があり ，そのうち大形の種（九州産）は所検栖本と大きさ

がほぽ等しい．しかし，本属の種の同定には雄交尾器の細部の構造の比較が必要であり ，所検

標本にはこれは望めない．

生態： Mycetobia屈は湿潤な森林に棲息し，キノ コパエなどとともに採集できるが， どこ

でも個体数は極めて少く ，筆者は長年双翅類の採集をしているが，数万を下らないキノコパエ

の採集品中に，木属の ものはわずか数頭しか含まれていない．

V.キノコパ工科 Mycetophilidae

1. Exechini族 Rhymosia属群の 1種 （双翅目，長角群，キノ コ科，キノコパエ亜科

Mycetophilinae) 

所検標本番号： 12 ( ~ ) 

保存状態：やや良好．個体全体が保存されているが．頭部と胸部がかなり変形している上

に，虫体周囲が空気の簿屈で被われ，更にそのまわりにひびが多い．翅は左側がかなり良好な

状腺で保存されているが，重要形質のある翅端部と翅の後縁部が現在の研磨状態では観察でき

ない．コハク中にほこりが多い．

測定値 ：体長約3.8mm.

同定理由： Mycetophilinae亜科は翅の microtrichiaがかなり規則的に列をなしてならん

でいる ．この形質は所検標本に判然とあらわれている ．この亜科の中で Exechini族は．1)
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胸部の mesopleuron に削毛を生じ ，2)脚の empodium の発逹が態<,3)一般的に脚に長

大な剛毛を欠くなどの特徴がある ．このうち 1)の形質は保存状態が悪く確認できないが，2)

と 3)は確然 とあらわれており， これと一般的な外賎から Exechini 族であることはほば間

違いない ．この族の中で Rhymosia,Brae炒peza,A!lodiaなどの屈を含む一群は，翅の C脈

がR脈端を越えず，Cu脈分岐が M脈分岐より 基方で分れている点で共通しており ，所検標本

にはこれらの形質が認められる ．しかし Pcu脈やA脈周辺の状態が現在の研磨状態では判然

としないために属の決定はできない ．

既知の知見 ：この属群は日本に多数の現生種が分布している ．化石種としては，Rhymosia

属と Brachypeza属は少数の種がカナダ BritishColumbiaから記録され，Allodia屈は多

数の種がパルト ・コハクから記載されている．

生態： Rhymosia群のキ ノコパ工は一般に暖帯～亜寒帯の湿潤な森林性の双翅類で，本州の

平地では一般に春と秋に個体数が激増するが，山地では夏にも多い ．概して日中は渓畔の岩蔭

などに静止し，夜間活動するものと考えられている ．適当な棲息即境の場所ではどこでも個体

数は極めて多い ．

2. Mywmyia sp. 1 

（双翅目 ，長角群，キノコバ工科，マドキノコ パエ亜科 Sciophilinae,マドキ ノコパエ

族 Mycomyiini)

所検標本番号 ：48（性不明）

保存状態 ：本来良好であったと思われる ．しかし研磨の過程で体の前半部が完全に失なわ

れ， 残部は極く わずかである ．すなわちコハク中に残っているのは 4本 の脚，2枚の翅の先

端，胸部後半，腹部の一部である．

測定値 ：腹長 3.4”IIll.

同定理由：本科の中で翅の microtrichia が不規則に配列し ， R~ + a脈が短く ， しかもすぐに

R1脈とゆ合する脈相をもつものは Sciophilinae亜科に限定されていろ ．これら の二つの特

徴は所検標本に明確にあらわれている ．更に 1)翅の macrotrichia を欠き ，2)腔節の se-

tulaeが列をなして規則的にならぴ， 2)単眼が2ケであるものは Mycomyiini：族に入る ，所

検標本は 1),2)の特徴を具えているが，3)の特徴は頭部を欠くので不明． しかし前記の

2形質からだけでも所検標本が Mycomyiini族に属することは疑いない．更にこの族には

Mycom.yiaとNeoemPheriaの2屈が入るが， Mycomyia属は C脈先端が Rr.脈端で終って

おり ，翅が一般に無紋である ．これらの特徴は所検椋本に判然とあらわれている ．

既知の知見：本属には多数の現生種があるが，これとの圏係は所検棟本の状1設が悪いので困

難．化石種としては主にパルト ・コハクから数種が記載されている ．

生態 ：Mycomyia 属はキノ コパ工科の中では緯度的には分布が広く ，亜寒帯から亜熱帯の

一部まで進出する ．生息地は森林であるが，湿潤な渓畔のような場所から夏期の乾燥気味の雑

木林まで多様な森林珠境に適応している ．一般に個体数は少くないが，前属群の入る Myce-

tophilnae亜科のように館生することはない ．

3. Sciophilinae sp. 1 

（双翅目 ，長角群，キノコパ工科）

所検標本番号 ：12（性不明）
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保存状態：かなり良好，しかし研磨の過程で虫体の大部分が失なわれ，本コハク片中に残さ

れたものは 6 本の脚と右翅先端部½だけである ． 脚はややひからびて ， setulae の状態の観察

には不適．コハクの着色はやや猿色であるが，透明度は高く， 観察はしやすい．

測定値：後腔節長 1.45m/ll．

同定理由：翅には macrotrichiaを欠き ，microtrichiaが不規則にならび，長い R年 3脈を

欠くことから，本種が Sciophilinae亜科に属することは疑ない．その中で，macrotrichia

を欠くことと，R1脈が長いことによって，それぞれ Sciophilini族と Leiini族に入らない．

他の二つの族 Gnoristiniと Mycomyiiniの区別 点は，後者が，1)単眼が 3個，2)脚の

setulaeが列状に配列されていない点である ． 1)の特徴は所検標本が頭部を欠く ために判定

不能，2)の形質は脚の状態が悪く，部分的には列状をなすようにもみえる．しかし，Myco-

myiini族に入るとすれば，この族の2属は共にR5脈とM1脈の間に程度の差はあっても 1本の

脈状のしわが存在する ．所検標本にはこの痕跡もないので，これはおそらく Sciophilini族の

ものと思われる． Sciophilini族には旧北区だけでも10属程があり，それらはいずれも頭部構

造や翅の基部の脈相によって特徴づけられており，所検棟本はそれらの部分がいずれも失なわ

れているので属の決定は出来ない．

既知の知見 ：本族の中には，例えば Bolet切a属のように多数の種 (10数種）がパルト ・コ

ハクから記載されたものがある ．

生態的知見 ：本族の種は一般に北半球の温帯～亜寒帯の湿潤な森林に多く，前属の入る

Mycomyiini族や Leiini族のように亜熱帯に進出することはほとんどない．

VI．クロバネキノコパ工科 Sciaridae

本科の属を区別する特徴としては，翅の脈相や脈上の macrotrichiaの分布などのほかに前

腔節端に生ずる櫛歯状に配列された setulaeの状態や，口器の palpusの状態などがしばし

ば重要な形質として使われている．これらの形質は現生種の標本についても ，苛性加里で虫体

を処理し，永久プレパラ ートとして作成された標本でなければ観察することが困難な場合が多

ぃ．今回の標本の中には一般的には保存状態の良好なものもみられるが，それらも含めて属の

決定をするためには少なくとも研磨の不完全さをも含めてとても十分な条件を具えていない．

そのために，属の決定はもちろん，化石標本相互の分類も現在の段階では不可能なために，今

回はひとまず各々の棚本を Sciaridae の種 1,2, 3と一連の番号を付して，保存状態や大

きさなどを記録するにとどめておく ．

1. Sciaridae sp. 1 

所検標本番号： 2 ( ~ ) 

保存状態 ：やや濃色の コハク片中に包埋され，虫体はほぼ完全で，胴はよく伸長し，左翅は

体の背面にたたまれ，右翅は体軸に対して水平に側方に伸長している ．脚もよく伸びている ．

胸部背面の後半部には大穴があいている．

特徴：翅長 2.om，脈相は一般的な Sciara型，M脈や Cu脈上に setulaeを生じない．

3節に分節した細長い palpusや細長い eye-bridgeが認められる ．

2. Sciaridae sp. 2 

所検標本番号： 4 （8) 

保存状態：やや猥色に着色したコハク中に包埋され，虫体周囲に気泡やひぴが多いが，あま
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り観察の邪隙にはならない．虫体は完全で，体は兵直に伸長し，触角は前上方に伸び，翅は背

上に立てられているが，ゆがみが少しあり ，一平面をなしていない．脚は後下方によく伸びて

tヽる ．

特徴 ：翅長 2.61II凡 脈相は一般的な Sciara型．M脈上には macrotrichiaを生ずる ．Pal-

PUS は3節認められるが，第 1, 3 節は細長く ， 第 2 節は卵形で ， 第 3 節の½より短い ．

3. Sciaridae sp. 3 

所検標本番号： 18-a （性不明）

保存状態 ：かなり良好，しかし研砦の過程で右脚と腹部の大部分が失なわれている ．コ ハク

は概して淡色で観察は容易であるが，虫体を背腹に横切るひびが生じ．この部分から下が観察

しにくい．翅は背上に立てられ，特に右翅は一平面を示して観察しやすい．

特徴：翅長 1.3妍凡脈相は一般的な Scz"ara型．M ゃ Cu脈上に macrotrichiaを欠く ．

Palpusは3節が認められるが，各節はほば等長で，第3節が少し長目である ．

4. Sciaridae sp. 4 

所検標本番号 ：18-c( ~ ) 

保存状態 ：研磨面からかなりはなれた浪色に若色された コハク中に包埋され，研磨面に対し

て腹而を向けている上に，翅が背中にたたまれている様子であって，観察は困難．

特徴 ：小型種．体長 1.2!I!91位．主要な形質はほ とんど鍛察できない ．

5. Sciaridae sp. 5 

所検標本番号： 25（性不明）

保存状態 ：かなり悪い．虫体は小形の コハク片中に埋れ，コハクの倒離面から観察できる．

虫体はやや曲り ，脚は5本残っているが胸部背面には大穴があき ，腹部の末端は欠損し，翅は

左翅の基部¼ と， 右翅の根元だけが残されている ．

特徴 ：体長 2.69/n以上．残された翅の脈相及び複眼の状態から Sciaridaeである ことは確認

できたが，それ以上の特徴はほとんど観察できない．

6. Sciaridae sp, 6 

所検標本番号 ：31-b

保存状態 ：やや悪い．虫体はほぼ完全で，翅も背面に立てられているが，コハク片の周辺に

包埋されているために コハクの着色が強く，虫体近くまでみがきこんでいかない と必要な形質

の観察は困難である ．胴はかなり空気唇で被われている ．

特徴 ：翅長約1.59庸．翅相は一般的な Sciara型，M,Cu脈には macrotrichiaを生じて

いないものと思われる ．

7. Sciaridae sp. 7 

所検棟本番号： 32-b

保存状態：やや良好，虫体は完全で，胴部には空気が入っている ．翅は背上に立てられ先端

が曲っている ．更に研磨面からみると虫体上に気泡が多く観察は困難．

特徴： 小形種，詳細な構造は観察出来ない．
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8. Sciaridae sp. 8 

所検標本番号： 44-b

＿枝数平

保存状態：とみが多い淡色のコハクの中に包埋されている ．虫体はややひからびており ，腹

部の後半部，翅の先端部，脚の先端部は研磨によって失なわれている ．翅は多少のゆがみがあ

るが背上に立てられているので設察しやすい．

特徴：翅長や体長は測定不能．小形種，翅の脈相は一般的な Sciara型，M,Cu脈上に

macrotrichiaを欠<.Palpusはひか らびて分節が判然としない．

9. Sciaridae sp. 9 

所検標本番号 ：75(6) 

保存状態 ：淡色で透明度の高い コハク中に包埋されているが，虫体の周囲にひびが多く観察

しにくい．虫体は完全であるが，翅がやや強くよじれていて観察には不適．

特徴 ：体長約1.511/H/. 中胸背面は光沢ある黒色，dc,acr剛毛は共に一列，脈相は Zygoneu-

ra型であるが触角は一般的で，Metangela属 （北米南部に 1種，ブラジルに 1稲）によく似

ている ．

10. Sciaridae sp. 10 

所検標本番号： 77-a (8) 

保存状態 ：着色の淡い コハク 中に包埋されているが，虫体周囲に気泡やひびが多く細部が見

えない ．虫体はほぼ完全，翅は背中に立てられてほぽ一平面的に伸展し，口器の上に脚が重な

りその細部が見えない．

特徴 ：翅長 1.7nm.脈相は一般的な Sciara梨で，M,Cu脈には rnacrotrichiaが生じな

ぃ．口器は観察不能，8交尾器は大形．

11. Sciaridae sp. 11 

所検標本番号 ：98(o) 

保存状態 ：コハクの着色も淡く ，気泡やほ こりも少いが，虫体を横切る大きなひびがあり ，

その部分の観察が困難．虫体は完全，ややひからぴた状態で，体は真直，翅はゆがみがやや強

く，ひびのために観察に不適当．

特徴 ：翅長 約2.01//91．脈相は一般的な Sciara型，M,Cu脈は macrotrichiaを欠く．

Palpusは第 1, 2節が短く ，第3節は第1,2節の合計長よりやや短い．8交尾器の stylus

は太く ，大形．

クロパネキノ コパ工科は一般に湿潤な森林性の毘虫で， 種数，偲体数とも に極めて多い．ほ

ぼ世界的に分布し， 亜寒帯でも 熱帯でも 種の数が多い． 森林の下草のスイー ヒ°ング法で得られ

るが， 9はしばしば夜間灯火に風来する ．飛翔力は弱い．

W．タマバ工科 Cecidomyiidae

本科に所属する標本は下記の通り である ．これ らの中にはユスリカ科と同様に保存状態が極

めて良好なものから ，かなり悪いものまで様々の状態の ものがある ．いずれも小形で， 繊細な

個体である ．これらの標本の属の決定には触角の徽細な構造や脈相，脚の微細構造が key

characterとして使われているので，今回の標本を同定する ためには虫体近くまでコハクを研
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磨してから検討しなければ軍要形質が検鏡出来ない ．ここではとりあえず一括して標本番号だ

けをあげるにとどめておく ．本科の多くは植物に虫えいを作るもので，一般に森林地帯に種が

多く ，成虫の飛翔力は非常に弱い ．将来 コハ ク梱本が正確に同定されると ，寄主植物の齢係か

ら当時の植物相や，コ ハク 形成の季節の判定が可能かもしれない ．今回の棟本の中で，49番と

63番の探本は Lestremiinae亜科の Micromyini族に属する ．この族の種は日本の平地では

一般に春や秋に多く盛夏には個体数で極めて少いものである ．

所検梱本番号 ：4-f,5-b, 6-e, 7-b, 9, 14, 15-b, 18-b, 19-a, 21, 26, 29-b, 

32-a, 38-b, 39, 49, 63, 67, 86-a, 93, 94-a. 

VII.ニセケパ工科 Scatopsidae

1. Scatopse sp. 1 

（双翅目 ，長角群．ニ セケパ工科，ニ セケパエ亜科 Seato psi nae) 

所検標本番号 ：57-a(o) 

保存状態 ：今回の コハク椋本中では52番のチョ ウパエと ともに保存状態が最良．虫体は完全

で，胴はほぼ真直，翅を左右に展開し，脚は後下方に伸ばされ て，触角は前方に突出してい

る．研磨面と虫体の間隔がややあるので，コハ ク中のほこりの密度が多い ことと， 左翅の先端

部の コハクが浪色に若色されている点は観察にやや不適．胸部及び腹部背面は大部分薄い空気

庖で被われているが，あまり 賎察のさまたげにはならない ．体の毛もよく残されており ，8交

尾器も部分的に蕗出して，細部の構造がよくみえる ．

同定理由 ：保存状態が良いので同定は容易．中胸背面前方に楯状の隆起面を欠く ことは

Scatopsinae亜科の特徴であ り，更に この亜科の中で Scatopse属は 1)M1+2脈及び M2脈

とM<1脈の間に二次的な脈状の条を具え，2)翅の後方の脈に macrotrichia を欠き，3)M脈

分叉の幹がMや M2脈より短いという点で本亜科の他の属と区別できる ．所検標本はそれ らの

形質を全て具えており ，疑いもなく Scatopse属に所属する．日本産本属の現生種についての

研究はほとんど行なわれていないが，本州や九州で早春～盛春に出現し，電柱，募石，小屋の

ハリ 等に群集するものに Scatopsefuse↓pes Meigenの名に同定されたナガサキニセケパエ

がある ．所検標本はこの種に極めて近いが，細部の比較検討は未だ行なっ ていない．

既知の知見 ：化石種の知見については筆者は未調査．現生種は世界的に分布し，種頻はかな

り多い ．

生態 ：同定理由の項で述べたように，もしこの稲がナガサキニセケバエであるとすれば， 本

種は晩秋 と早春にあら われるといわれ， 特に早春には極めて多産し，電柱や立木などの特定部

位に多数の個体が集合することが多い．しかし夏期にはほ とんどその姿をみない ．深い森林よ

りも村落周囲のよ うな疎林的な雑木林に多い ．

IX.オ ドリ パ工科 Empididae

1. Drapetini sp. 1. (Draj;etis又は MegagraPha属）

（双翅目 ，短角群，オ ドリ バ工科，ハシリ パエ亜科 Tachydromiinae,フトハ シリパエ

族 Drapetini)

所検椋本番号 ：65-b (8) 

保存状態： コハク塊の表面近くに包埋され，虫体の周辺の コハクは極めて浪色に治色され，
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しかも ひびが沢山入っている ．虫体は腹部と脚を除いて，残りはすべて研磨によって失なわれ

ている．

測定値 ：腹長約0.6繹．

同定理由 ：頭部，胸部，翅を欠く標本であるから本来は目の決定もむずかしいものであろう

し，たとえ双翅目であっても科を決定する key characterは全くない．しかし， 短大な腹

部と ，脚の形態，及び8交尾器のおおよその構造から判断して Drapetini族の1種と考えら

れる ．この族には旧北区に Drapetis,Megagrapha （未記録，日本と Nepalに分布してい

る）， Elaphr<Yj)eza,Crossopatpus, StilPon, Chersodromiaの諸属が分布しているが，剛毛

を欠く胚節の状態から ChersodromiaとElaPhropezaの種ではない．更に前脚の変形や特殊

な棘を欠くことから Stilpon属にはおそらく入らず，また腹部背板の骨化が強くて黒色の

Crossopalpus属でもない．おそらく Drapetis属か又は Megagrapha属，或いは前脚に変

形のない Stilpon属の 1種であろう ．8交尾器の詳細な構造が見えるように研磨すれば，属

の決定は可能であろう ．

既知の知見：化石種としては Drapetis属の2種がパルト ・コハクから記録され ている ．

現生種は Drapetis属は全北区に分布が広く種数も多い．Stilp叩 属も分布は広いが種数は少

<, Megagrapha属は種数も少く ，分布は東亜ー北米型である．
生態 ：前記3属のいずれであっても， 湿潤な森林性の種で，下草に生活し，飛翔力は弱い．

Drapetis属は樹幹を走る性質のある種もある ．一般に初夏に個体数が多いが，春や夏にもみ

られる ．

x．アシナガバ工科 Dolichopodidae
1. Dolichopodidae sp. 1 

所検標本番号 ：5(o) 

保存状態 ：かなり悪い．極めて着色の強い コハク中に包埋され，虫体と研磨面の間隔が大き

い上に，気泡やホ コリが大変多い．虫体，特に脚はひからび，頭部は変形して，しかもこの部

分の コハ クにひぴが入り ，頭部の詳細は観察出来ない．翅は腹部の上に重ねられたために脈相

もほとんどみえない．

測定値：体長約1.0誼．

同定理由 ：Dolichopodidaeに同定出来る keycharacterはほとんど全く 餞察できないが，

大形の頭部や腹端の状態，長く て細い脚は Cyclorrhaphaの科のものではない．Empididae

の可能性も少し残るが，この科の属を大体知っている筆者も所検標本のようなものは知らな

ぃ．一般的な概形から判断すると Dolichopodidaeの可能性が最も強く ，しかも Chrysotus

のような形で，それよりも脚がやや長めのアシナガパエと考えられる ．虫体近くを背面と側面

からよく研磨すれば，少くとも科の所属に確信のもてる結果が得られると思う ．

2. Dolichopodidae sp. 2 

所検標本番号 ：6-g( ~ ) 

保存状態 ：濃色でしかも気泡の極めて多いコハク中に包埋され，研磨が不十分である上に面

と虫体の間隔が大きく観察は困難．虫体はほぽ完全，体は真直に伸び，脚は下方に伸ばされ，

左翅は体側下方へ展開し，右翅は後方に伸びて先端は研磨によって切断されている ．脚の毛の

分布はよくみえる ．

測定値 ：翅長約2.4崩111.
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同定理由：概形及び脈相の詳細な状態から判断して Dolichopodidaeに属するこ とはほと

んど疑いない．触角の第 1節がやや細長く ，第2節は短く ，第3節が長三角形 で，先端が尖

り，そこに aristaがついている等の特徴がみられるが，屈を決定するのは虫体近くまでみが

きこんでいかないと困難である．

刈．ノミパ工科 Phoridae

1. Phoridae sp. 1 

所検棟本番号： 5-d

保存状態 ：極めて濃色に桁色し，しかも気泡の多いコハク片の中央部に包埋され，観察には

極めて不適当．虫体はほぼ完全，左翅は基部近くから切れているが，右翅は完全で，体側に直

ねられているために脈相の細部は観察できない．中，後）座節端には長い剛毛が生じている ．

測定値 ：体長 0.8111m.

同定理由 ：概形と前縁近くの脈相，頭部の形態などから判断して Phoridaeの1稲である

ことは疑いないが，屈の決定を行なうためには再研磨しなければならない．

2. Phoridae sp. 2 

所検標本番号 ：13-a,30, 33-b, 41-g, 70 

檄本番号13-a:保存状態やや淡色で，気泡も少ないコハク中に包埋されているが，研磨面

が虫体に近くないことと ，胴体や翅の一部の表面にうすい空気肘が入る ために観察は困難．虫

体はほぼ完全，脚は左右によく 伸ばされ，右翅は腹上にたたまれ，左翅が体側に下っている ．

脈相の詳細は現在の研磨状態ではよくみえない．

測定値一体長約1.2111凡

棟本番号30:保存状態ー淡色，透明度の高いコハク中に包埋されているが，コハク加工の過

程で体の大部分が失なわれている ．虫体は頭部，胸部の左側面の一部，左脚の腔節より先，左

翅の基部が残されている ．

測定値ー不完全で測定不能．

標本番号33-b:保存状態一淡色のコハク中に包埋され，気泡やほこりも少いが，虫体は倒

離面に蕗出している ．虫体の左半分は腹部を除いて欠失し，翅や脚も体の蔭にかくれてかなり

見に くい．

測定値一体長約1.391崩．

棚本番号41-g:保存状態ーやや着色の強い コハクに包埋され，虫体と研磨面の間隔が大き

く，しかも この間に汚濁した庖が入るために観察には不適，虫体は完全で，翅は腹上にたたま

れ，脚は下方に伸ばされている ．

測定値一体長約1.21IJ屈．

標本番号70:保存状態一浪色や栂りの少ない コハク中に包埋されているが，胸部側面によと

れが，また翅の中程に気泡が入り ，部分的に鍛察しにくい．虫体は完全，翅は背上に立て られ

ているがややゆがみ，脚は体側に曲げられている． 頭部がやや圧迫され，変形している ．

同定理由 ：以上の個体はすべて体長が1.2前111位の黒色種で，Rs脈の先端が2分しており ，ま

た脚の腟節には先端に長い針状剛毛をもつほかは剛毛を欠くなど共通した形質があり ，おそら

く同一種と思われる ．ノミパ工科の中でも Metopinae亜科に屈することは疑いないが，更に

詳細な分類上の位磁は コハクを再研磨して， 体の細部の構造を明 らかに しなければならない．
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3. Phoridae sp. 3 

所検標本番号： 33-C
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保存状態：やや着色の強く，気泡の散在する コハク中に包埋され，虫体の周囲にひびがあ

り，コハク表面と虫体の間隔が大きいために観察は容易ではない．虫体はほぼ完全で，研磨し

ていけばかなり細部をみることができると思われる． 右翅は背上に立てられ，脈相がよく分る

が，左翅は腹部に重ねられている．

測定値 ：体も翅も研磨面に対して斜であるために測定不能．

同定理由 ：翅の脈相から Phoridaeであることは疑ない．Rs脈は二分岐し，腟節に剛毛を

生じないようであるが，脚は淡色（黄白色）であって，前種とは異なっている ．

3. Megaselia sp. 1 

（双翅目，短角群，ノミパ工科，Metopinae)

所検棚本番号 ：73-c

保存状態 ：コ ハクの沿色も淡色で，気泡や汚れ も少い．虫体は完全，翅は背上にやや斜に立

てられていて研磨面か らの観察には不適当．脚は体側におり曲げられている．体色や刺毛の状

態は極めて完全．

測定値：翅長約l.411/H/.

同定理由：脈相と体の概形から Phoridaeに属することは全く疑ない．腔節には末端以外

に剛毛を欠き ，Rs脈は分岐しない．M4脈は真直，R1脈は完全，後脚は正常で，後背面にやや

強い毛の列があり ，前附節の第5小節は正常，M1脈は平常に栂曲しており ，触角第3節が球

形である ことから Megaselz'aに属すると考えられる．

既知の知見：化石種の知見については筆者は未調査，現生種は全世界に分布し，種類は極め

て多い．

Phoridaeは Sciadoceridaeから進化した科であることは，現在ほ とんど疑いないが，この

科は新生代になって極めて繁栄し，現在も種属や個体数共に極めて多い．ほとんど腐っ た動 ・

植物質のものを幼虫の食餌とし，成虫の飛翔力はあまり強くない．概して森林に数が多 く，下

草上に普通にみられる ．もし，樹脂におぽれた大形昆虫が死ぬことがあればこれに飛来し，周

囲を徘徊する可能性は極めて強い．

刈． ミパ工科 Tephritidae

1. Tephritidae sp. 1 

（双翅目 ，短角群）

所検棟本番号： 36(~) 

保存状態 ：やや気泡やひびが入るが，概して透明，淡色のコハク中に包埋されている．虫体

は不完全．胴は横圧されて扁平になり ，しかも変形がいちじるしく ，体の概形や剛毛の分布状

態は再現しがたい．脚 もひからびて変形が強い．翅は背上に立てられているが，両翅とも基部

％を残して先が研磨の過程で失われている．

測定値 ：体長 4.41輝 （変形しない状態では4≫1111以下であろう）．

同定理由 ：翅の Sc脈の先端はC脈に向っ て直角に屈曲し，analcellの先端の後角が鋭く突

出することの 2点で所検椋本が Tephritidae に所属することは全く疑いない．属を決定する

ためには檄本があまりにも不完全である ．翅の基部は黒褐色で， Sc脈の屈曲部の前後，第 1

基室の中央，analcellの中央に小透明点があり ，Cu脈に沿って M3+4室の基部に細長い短
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い透明条があり ．A脈．analcell 先端 ． M糾4 脈の基部から予想できる ½の点 ， 中央室のほ

ぽ中央を結ぶ線より先方は無色透明である ．

X川．ショウジョウパ工科 Drosophilidae

1. Drosophilidae sp. 1 

（双翅目 ，短角群）

所検標本番号 ：78

保存状態 ：コハクは透明で淡色であるが，虫体周囲に気泡が多く ，更に虫体にカビ状の汚れ

ゃ，虫体表面を被う空気の薄層が広く ，ひびも多いため細部の観察をするためには研磨しなお

さなければならない．虫体はほぼ完全であるが， 頭部と胸部はひからびて変形し，翅は腹上に

重ねられている ．脈相は現在の研磨面からは観察しにくい．

測定値：翅長 約2.0mm.

同定理由 ：翅の脈相は一般的な Drosophilidaeのそれと完全に一致する ．すなわち ．C脈

は2個所で切れ．Sc脈は不完全，analcell が存在している ．また触角剌毛は上方と下方に

分岐を生じている ．これらの形質か ら判断して所検標本が Drosoi;hilidaeに属することは疑

いないが，属の決定を下すには再研磨しなければならない．

X1V． ミギワバ工科 Ephydridae

1. Ephydridae sp. 1 

（双翅目， 短角群）

所検標本番号 ：77-b 

保存状態：コハクは汚れが少いが，虫体下面に多数の気泡からなる層があり ．また虫体を通

る二つのひびがあってこれらが観察に支障をきたしている ．虫体は完全，翅は体側にそえら

れ，脚は下方に曲げられている ．

測定値 ：体長 1.49l91.

同定理由 ：一般的な概形のほかに，脈相 (C脈が2ケ所で切れ，Sc脈が不完全，analcell 

を欠く ）及び上方にだけ分枝を出した触角刺毛によって所検標本が Ephydridaeに所属する

ことは疑いない．しかし，属の決定を行なう ために再研磨する必要がある ．

xv.ハナバ工科 Anthomyiidae
1. Anthomyiidae sp. 1 

（双翅目，短角群）

所検標本番号： 6-C（9) 

保存状態 ：コハクは淡色で，栂りもみないが，虫体の周囲に気泡が極めて多く ，細部の銭察

は困難である．虫体はやや不完全，頭部 （特に前額部）のゆがみないし変形が強く ，この部分

の剛毛の配列状態がよく分らない ．脚は後方へ伸ばされ，翅は背上にほぼ立てられている ．

測定値 ：体長約 7111111. 

同定理由：翅の脈相や概形から Calyptrataeに属することは疑いない．更に，M1脈が直線

状で， A脈の末端がかろうじて翅縁に達していることから Anthomyiidae の 1種である と考

えられる ．属の所属については更に検討を要する ．
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XVI.イエパ工科 Muscidae

1. Muscidae sp. 1 

（双翅目，短角群）

所検梱本番号 ：33-a ( ~ ) 

保存状態：コハクは淡色でほこりや気泡も少い．虫体は頭部の大部分と胸部の前半部が研砦

の過程で欠損している ．右翅は背上にたたまれて観察しにくいし，左翅は体側にはり出してい

るが，研磨面に対する傾斜が大きく ，細部が隊察できない．

測定値 ：体長約 4.0mm.

同定理由 ：前種と同様の理由で Calyptrataeに属することは疑いない．更に，Mi脈が直

線状で，A脈の末端が翅の縁に達しないことから Muscidae の1種であると断定した．属の

決定については前種と同様に コハクを再研磨して検討する必要がある ．

考 察

瑞浪産コハクの化石双翅類について，暫定的に分類学的検討を行なったが，材料の研磨状態

や，筆者の双翅類の標本その ものについての経験的知識 (keycharacter を知っているとい

うことではなくて，頭部だけとか，脚1本，翅の先端部というような断片的材料で，すぐにそ

の分類群がわかるような知識）の不足に原因する同定の精粗がかなり 大きい．例えば，タマパ

工科のように種や属の同定が出来れば寄生植物が推定出来るような科が全く手をつけえずに残

されている ．材料そのものについても ，研磨の都合で未だ筆者が調査していない材料の中に相

当数の双翅類が含まれている という．それ故．現在は瑞浪コハクの双翅類について全般的に考

察出来る段階ではないが．とりあえず今回調査した範囲内の知見にも とづいて，種や群の個体

数の多少の原因，現生フォ ーナとの比較．及び古環境について簡単に触れておく ことにする．

1. 分類群による化石個体数の多少の原因． 今回調査した双翅類のなかで，科別にみて個

体数の多いものは，タマパ工科 (21頭），ユスリカ科 (20頭），クロパネキノコパ工科 (11頭），

チョ ウバ工科 (10頭），ノミパ工科 (8頭）で，残 りの科はいずれも 1~3頭であった．この

よう な科別の個体数構成から ，今回の瑞浪コハクに包埋されることの多かった双翅類の科の性

格はおそらく 次のようなものであったと推定できる ．

(1)発生砿 （総個体数） が極めて多い科．

(2)小形で， 飛翔力の弱い種の多い科．

(3)樹幹に静止したり ，走りまわる性質の強い科．

次頁で詳述するように，コハク形成時の古環境が温帯～暖帯の湿潤な森林であ ったとすれ

ば，現在の日本のこのような環境での双翅類の科別にみた個体数は，当時のそれと大差ないと

考えられる ．本州中部から九州にかけての平地～低山地で． 双翅類をランダムな採集，例えば

スィービング法と空中飛翔中のものを合せて採集した場合に，1年間を累計してみて個体数の

多い科は，ガガンボ科，ユスリカ科、タマパ工科，キ ノコパ工科，クロパネキノコパ工科，ォ

ドリ バ工科．アシナガパ工科，ノミパ工科，ヒ ラタアプ科等であり ，更に科群としてはCaly-

ptrataeがこれに匹敵し． Acalyptratae は上記諸群より 2~3倍位多い と考えられる ．こ

のよ うな傾向は，採集者の個人差や，森林内の細かな biotopでかなりの変化がみられるが，

おおよ その傾向を示していると考えられる ．この他の科はいずれもあまり個体数が多いとはい

えない．このような科別の個体数構成から，今回の瑞浪の コハクの化石双翅類の科別個体数に
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ついてみると ，チ ョウバ工科の 1科を除いて個体数の多い残 りの 4科は，いずれも現在のフ ォ

ーナでも個体数の多いものである ．

しかしながら ，現在のフォ ーナで，個体数の多い他の科や群，ガガンポ科，オドリパ工科，

アシナガパ工科，ヒラタアプ科．Calyptratae,Acalyptrataeの化石個体数が極めて少いか，

または全く 含まれていないことは，おそらく別の理由があると考えられる ．化石個体数の多い

ュスリカ科，タマパ工科，クロパネキノコパ工科は長角双翅類の中でも科全体として体形が小

形で，しかも飛翔力が弱い点で共通しており，これに対して，同じ長角双翅類のガガンボ科は

中～大形で，飛翔力は前記 3科に比較すれば遥かに強い．その上この科は脚が自切的（？） に

切れる傾向が強く ，事実今回の コハ ク化石中にはガガンポと思われる脚だけの化石が散見され

る．チョウパ工科も前記 3科と同様に小形，弱飛性のものである ．これに対して，オドリ バエ

科．ァ シナガバ工科，Calyptratae,Acalyptrataeは中形ないし大形の種が多く ，飛翔力も強

ぃ．ノミパ工科は短角双翅類の中でも飛翔力の弱い科で，しかも微小ないし小形種が大部分で

ある．これらのことから ，コハク化石として産出する双翅類は小形，弱飛性で，コハク原料の

樹脂に粘着されやすく ，しかも樹脂内部に沈下包埋されやすい性格をもつものと考えられる ．

化石個体数の多い科の中でも，ユスリカ科，チョウパ工科，タマパ工科などは樹幹に静止す

る性質がかなり強い．ユスリカ科は一般には群飛中のものを観察する機会が多いが，強風下

ゃ，群飛時以外は樹幹に静止している個体が予想外に多い．ユスリカ科とともに個体数の多い

キノコバ工科は梱幹に静止することは少く， 多くの場合は岩蔭の冷暗所に静止するのが一般的

である ．ノミパ工科は必らずしも樹幹とは限らないが，葉上，樹幹，叢間に走りまわる性質が

極めて強い．このように今回の瑞浪コハクの化石双翅類には樹幹静止性ないし走行性の強い双

翅類の科の個体数が多いといえる ．

2. 古環境の推定

今回謂査したコハク化石双翅類の中で，分類学上の位晋がかなり詳しく判明したものの中に

も，化石形成時の硲境を限定的に規定しているような種 （例えばオドリパ工科の Rz'ampho-

myia属の hirtz'cula種群なら寒帯的， A!Pinomyia亜属なら亜寒帯的，Calorhamphomyia

亜属であれば湿帯的，Orientomyia亜屈では暖帯的，cilz'atopoda種群では晩秋，Allanth。

alia属や IteaPhila属では早春というような）は含まれていない．それ故， 今回の材料にも

とづく古環境の推定幅は幅広いものにならざるを得ない．

a.気候．今回の材料の中にはチョウパ工科の Phlebotomus属の化石が4頭も含まれてい

たことは， 当時の気候が亜寒帯～寒帯的気候ではなかった事を示している ．すでに述べた通り

Phlebotomus属は亜熱帯～熱帯に繁栄している属で，少数の種が北方に分布を拡大し，温帯

（冷湿帯までは達していないと考えられる）に生息しているが，亜寒帯には全く分布していな

ぃ．しかし本属の他には亜熱帯的な環境と結びついた種がみられないので，今回の化石双翅類

の中で亜熱帯的傾向は決して強いものとは考えられない．一方 Phlebotomus属の場合ほど

明確ではないが，気候の湿暖な限界を示す種が数種みられる ．それはキノコパ工科の (3)の

Gnoristini族と推定出来るマドキノコパエ亜科の 1種，カパ工科の Mycetobia属の 1種，タ

マパ工科の Micromyini族の2個体，及びハナバ工科の 1種である．これらの種が属する分類

群，すなわち Gnoristini族，Mycetobia属，Micromyini族，ハナバ工科 (A脈が翅縁に

達する形質で特徴づけられた意味での）はいずれも亜熱帯地方にはほとんど進出していない．

Gnorisitini 族に例をとってみても ，九州の平地ではすでに数は少くなり ，琉球列島では極め

て少く ，台湾では2,000m以上の高所にしか生息していない．Micromyiniやハナパ工科もこ

れと同様の傾向を示す． Mycetobia属は，亜熱帯～熱帯地方には代置属である Chiasmoneu-
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ra属を産する ．以上の諸点を考慮して，当時の気候を推定する と， 現在の本州西半部の平地

ないし低山地と大差ない暖帯ないし温帯的な気候であったと推定できる ．

b. 生息環境．コハクそのものが樹脂の化石である ことから，これらの化石双翅類の生息環

境が森林であったことは自明のことであるが，この点は化石種の構成からも明らかである ．

まず今回の材料の中には，草原ないし湿原的な環境に特徴的な種は1種も含まれていない．

Phlebotomus属は草原を含めて多様な環境に生息するが，森林でも決して少くない．チョウ

バ工科の Sycorax,Trichom,y£a, Psychodaの諸属，キ ノコパ工科，クロバネキノコバ工科，

Mycetob£a属はいずれも湿潤な森林を生息環境とするもので，草原にはほ とんどあらわれな

ぃ．ユスリカ科も 乾燥気味の草原には少く ，概して河川や湖沼の周辺部に個体数が多い．タ マ

パ工科は寄主植物の推定ができないと生息環境との関連付けは困難であるが， しかし， Mic-

romyini族は明らかに腐葉土層の厚い森林に個体数が多く ，草原ではほ とんど見られない．短

角群の種はいずれも特徴的な生息環境と結びついた種ではない．以上の諸点からコハク形成地

域の生息環境を推定してみる と，下草や落葉の豊かな湿潤な森林で，近くに河川や湖沼があっ

たと考えられるが， 深山幽谷のような深い森林のようなものではなかったであろう ．

c. 季節．今回の材料の中には，判明した限りでは盛夏に特徴的に出現する種は 1種 も含ま

れてはいない．これとは対象的に，タマパ工科の Micromyini族や，ニセケパ工科の Scat-

opse属，キノコパ工科の Gnoristini族や Exechini族の種のように，春または秋に個体数

の多い種が含まれている ． 晩秋から早春にあらわれるような種 （例えばガガンボダマシ科の

Tr£chocera 属）は含まれていない． もし，コハクの原材料の樹脂が出たのが，一時的なもの

であるとすれば，その季節は春から初夏の可能性が最も強く ，ついで秋の可能性も残されるで

あろう ．

3. 現生フォ ーナとの比較

今回の材料の中で同定がよくできたものの中には，パルト ・コハクやカナダ ・コハクの中に

みられるような多くの化石属や，Sciadoceridaeのように中生代から第三紀にかけて全世界的

に繁栄し，現在は極めて局所的にしか分布していない科は全く含まれていない．属の同定がで

きたものはいずれも現生属であったし，族レベルの同定しかできなかった場合も ，現生属に極

めて近縁な種であった．しかも ，これらはいずれも ，現在日本に分布しているものである．す

なわち瑞浪コハクの双翅類はかなり新しい進化した群で構成され，第四紀的性格が強い ものと

いえよう ．

一方，化石属こそ含まれていないが，チ ョウバ工科の場合は全部で10個体の化石の中に2属

3種3頭の Trichomyiinae亜科の種が含まれているこ とは注目に値する ．この亜科に属する

Sycorax属と Tr£chomy£a属は現在のユー ラシアでは Psychodinae亜科に比較すると種数

が極めて少く ，また個体数も決して多いとはいえない ．しかしこれらの諸属はパル ト・コハク

においても ，他のチョウバエ類より 種や個体数が極めて多い．更にチョウパ工科の系統発生の

中でも ，古い時代に出現した原始的な属とされている ．同様なことは， カバ工科の Myceto-

bz'a属についてもいえる ．この属は現在の双翅類の中では系統的にかなり孤立し，一応カバエ

科に含められているが，独立の科 Mycetobiidaeとする学者も決して少くない． 本属もバル

ト・コハク中に4種が記録され （バル ト地域には現在は 1種しか現生種が分布していない）て

いる ．日本でも現生種は 2種で，しかも個体数は極めて少い．このような種が今回の80個体余

りのコハク双翅類中に含まれていた事は単に偶然とは考えられず，当時本属の種はかなり個体

数が多かったのではなかろうかと推測できる ．

以上の諸点から， 瑞浪コハクの化石双翅類のフォ ーナは現生属とほとんどあるいは全く同じ
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分類群で構成され，第四紀的性格を極めて強くあらわしているが，それと共に，第三紀に繁栄

し，現在は著しく 衰退しつつある分類群のいくつかが，未だある程度その勢力を維持してい

た，という様相がつかめる ．




